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Key words : Degloving injury（手袋状剥皮創）
Microsurgery（マイクロサージャリー）
Incomplete degloving（不完全型剥脱）
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表１ 広範囲 degloving injury の分類
class：不完全皮膚剥脱で，剥脱部位より末梢の動
脈および静脈の血行は良好．
class：不完全皮膚剥脱で，剥脱部位より末梢の血
行が不十分であるが，骨折の合併はない．
A+V：動脈および静脈の血行再建が必要
A：動脈の血行再建が必要
V：静脈の血行再建が必要
class：不完全皮膚剥脱で，剥脱部位より末梢の血
行が不十分であり，骨折の合併がある．
A+V：動脈および静脈の血行再建が必要
A：動脈の血行再建が必要
V：静脈の血行再建が必要
class：指尖までの完全皮膚剥脱か，皮膚剥脱を伴っ
た完全引き抜き切断．
（近藤ら，MB Orthop，１９９６より）
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